
第１章

18 災害と防災・防犯 統計データ集 2020-2021

１ 日本の災害史①地震・津波
内閣府「過去の災害一覧」「令和元年版防災白書」、国立天文台「理科年表」、気象庁「日本付近で発生した主な被害地震（平成8
年以降）」

1-1-1 日本の災害史―地震（599年～2019年6月）図表

定義
599年～ 1995年は『理科年表』及び『過去の災害一覧』をもとに、「死者 1名以上又は家屋等の全壊 1以上又は津波規模 1以上」の地震について掲載。
1996年～は気象庁のデータをもとに、「人的被害を伴った地震」を掲載している（一部の被害数は「防災白書」を参照）。

発災日 災害名
（震源地）

マグニ
チュード

被災状況

和暦（西暦） ［被害数］

推古7.4.27
（599/5/28）

（大和） M7.0 ○倒壊家屋の発生

天武7.12.―
（679/12）

（筑紫） M6.5～7.5 ○家屋多数倒壊、幅2丈、長さ3千余丈の地割れ。
 建物被害等  倒壊家屋多数

天武13.10.14
（684/11/29）

（土佐、その他南
海、東海、西海地
方）

M≒8¼ ○山崩れ、河湧き、家屋社寺の倒壊、人畜の死傷多く、津波来襲して土佐の船多数沈没、土佐で田園
50万余頃（約12k㎡）が沈下して海となった。南海トラフ沿いの巨大地震と思われる。
 死傷者  死傷者多数　 建物被害等  倒壊家屋多数

大宝1.3.26
（701/5/12）

（丹波） ○地震うこと3日、若峡湾内の凡海郷が海に没したという「冠島伝説」があるが、疑わしい。

霊亀1.5.25
（715/7/4）

（遠江） M6.5～7.5 ○遠江国で山崩れ、天竜川塞ぐ。数十日後に決壊し、家屋170戸余りが水没。
 建物被害等  倒壊家屋170戸

霊亀1.5.26
（715/7/5）

（三河） M6.5～7.0 ○正倉47破壊、民家に陥没したものがあった。
 建物被害等  倒壊家屋47戸

天平6.4.7
（734/5/18）

（畿内・七道諸国） ○倒壊家屋で圧死者多く、山崩れ、川塞ぎ、地割れが無数に生じた。
 死傷者  圧死者多数

天平17.4.27
（745/6/5）

（美濃） M≒7.9 ○櫓館・正倉・仏寺・堂塔・民家が多く倒壊し、摂津では余震が20日間止まなかった。
 建物被害等  倒壊家屋多数

天平宝字6.5.9
（762/6/9）

（美濃・飛騨・信
濃）

○被害内容不詳
○［経済社会］美濃・飛騨・信濃国などで地震の罹災者に対し、1戸につき穀物2斛を賜る。

弘仁9.7.―
（818/―）

（関東諸国） M≧7.5 ○山崩れ谷埋まること数里、百姓が多数圧死した。従来、津波があったとされていたが、おそらく洪
水であろう。
 死傷者  圧死者多数

天長4.7.12
（827/8/11）

（京都） M6.5～7.0 ○家屋が多数つぶれる。余震が翌年（天長5年）6月まで続く。
 建物被害等  倒壊家屋多数

天長7.1.3
（830/2/3）

（出羽） M7.0～7.5 ○秋田の城郭・官舎・寺社悉く倒れる。家屋も倒壊し、圧死者15人、負傷者100余人。地割れ多く、
河岸の崩れや川の氾濫があった。
 死傷者  圧死者15人、負傷者100余人

承和8.―.―
（841/―）

（信濃） M≧6.5 ○墻屋が倒壊した。同年2月13日以前の地震。

承和8.―.―
（841/―）

（伊豆） M≒7.0 ○村落で被害、死者があった。同年5月3日以前の地震、丹那断層の活動によるものか？

嘉祥3.―.―
（850/―）

（出羽） M≒7.0 ○地裂け、山崩れ、国府の城柵は傾頽し、圧死者多数。最上川の岸崩れ、海水は国府から6里のところ
まで迫った。
 死傷者  圧死者多数

斉衡3.3.―
（856/―）

（京都） M6～6.5 ○京都及びその南方で屋舎が破壊し、仏塔が傾いた。

貞観5.6.17
（863/7/10）

（越中・越後） ○山崩れ、谷埋まり、水湧き、家屋倒壊し、圧死者多数。直江津付近にあった数個の小島が壊滅した
という。
 死傷者  圧死者多数

貞観10.7.8
（868/8/3）

（播磨・山城） M≧7.0 ○播磨諸郡の官舎、諸定額寺の堂塔がことごとく倒壊、京都で垣屋が崩れる。山崎断層の活動による
ものか？

貞観11.5.26
（869/7/13）

貞観の三陸沖地
震（三陸沿岸）

M8.3 ○城郭・倉庫・門櫓・垣壁など崩れ落ち倒壊するもの無数。津波が多賀城下を襲い、溺死者約1千人。
流光昼のごとく隠映すという。三陸沖の巨大地震とみられる。
 死傷者  溺死者約1千人

元慶2.9.29
（878/11/1）

（関東諸国） M7.4 ○相模・武蔵が特にひどく、5～6日震動が止まらなかった。公私の建物には1つも完全なものがなく、
地陥りで往還不通となる。圧死者多数。京都で有感。
 死傷者  圧死者多数

元慶4.10.14
（880/11/23）

（出雲） M≒7.0 ○社寺・民家の破損が多く、余震は（元慶4年）10月22日に至るも止まなかった。この日京都でも強
く感じたというがこの地震とは無関係で、規模ももっと小さかったとする説がある。

（注）1　被災状況は旧暦表記の箇所がある。
2　地震規模を示す値は、Mを使用しているが、Msと Mwについては、1995年以降公表されたものを記載している。
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17 住居の耐震に関する意識
（株）エヌ・シー・エヌ「耐震・地震に関する全国意識調査」（インターネット調査）
2019年2月調査、全国47都道府県2,889名対象

4-17-1 耐震意識の高い耐震県ランキング図表

1～3位
4～10位
11～20位
21～30位
31～40位
41～47位

4-17-2 現在住んでいる地域で、今後30年以内に震度7以上の地震が起きる可能性があると思うか
（上位5都道府県）図表
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耐震県ランキング

順位 都道府県名 スコア 順位 都道府県名 スコア 順位 都道府県名 スコア

1 神奈川県 4.253 21 高知県 3.643 41 石川県 3.177

2 岩手県 4.186 22 栃木県 3.622 42 山口県 3.164

3 兵庫県 4.179 23 大分県 3.606 43 香川県 3.156

4 宮城県 4.125 24 熊本県 3.565 44 長崎県 3.136

5 青森県 4.092 25 埼玉県 3.562 45 京都府 3.134

6 福島県 4.089 26 奈良県 3.54 46 島根県 3.121

7 大阪府 4.035 27 岡山県 3.539 47 広島県 2.557

8 千葉県 4.001 28 宮崎県 3.508

9 東京都 3.983 29 岐阜県 3.506

10 徳島県 3.976 30 沖縄県 3.492

11 滋賀県 3.949 31 鳥取県 3.477

12 三重県 3.933 32 鹿児島県 3.42

13 長野県 3.93 33 秋田県 3.406

14 山梨県 3.929 34 福井県 3.39

15 北海道 3.919 35 福岡県 3.359

16 和歌山県 3.785 36 愛媛県 3.308

17 茨城県 3.746 37 山形県 3.297

18 群馬県 3.684 38 佐賀県 3.281

19 静岡県 3.676 39 新潟県 3.251

19 愛知県 3.676 40 富山県 3.193

№ 都道府県名 思う 思わない わからない

1 徳島県 78.0 6.8 15.3

2 山梨県 75.0 7.1 17.9

3 静岡県 73.0 3.2 23.8

4 高知県 73.0 11.1 15.9

5 神奈川県 72.3 4.6 23.1

全体 n=2,889 48.9 16.8 34.4

日本にはかつてどのような
災害があったんだろう？
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25 防災教育に関する調査
（一社）防災教育推進協会「教育委員会への防災教育に関する調査報告書」（記入式調査及びアンケート調査）
2017年8月～9月調査、すべての都道府県教育委員会、市区町村教育委員会1,788名対象（有効回収数486件）

4-25-1 防災教育の現状図表 4-25-2 防災教育の実施頻度図表
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4-25-3 教員への防災研修の実施頻度図表 4-25-4 教員への防災研修の内容図表

無回答
0.6%

その他

全く
実施していない

定期的に実施

1年に1回実施

全体
n=486

22.2%

20.5%

34.5%

22.0%

0

20

40

60

（％）
80

66.3

43.5

33.3

組織活動研修防災管理研修防災教育研修

全体
n=486

4-25-5 教員への防災研修を実施してい
ない理由図表 4-25-6 教員への防災研修の望ましい時

期図表
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高校生と社会人の防災と防災教育に関する意識
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19 高校生と社会人の防災と防災教育に関する意識
ALSOK「防災と防災教育に関する意識調査」（インターネット調査）
2018年1月調査、全国の男女600名（高校生200人　東日本大震災以前から社会人（ベテラン社会人）200人　東日本大震災以降に
社会人（若手社会人）200人）対象

4-19-1 これまでに防災に関する訓練や教育を受けた、又は学習をした事があるか図表
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4-19-2 防災に関する訓練や教育、学習経験の内容図表
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23.8心肺蘇生法とAED
（自動体外式除細動器）の使い方

津波や火災、液状化など、
災害により発生する二次災害を知る

避難方法（頭を守る、危機が迫った
建物内から集団で避難、など）

自分が住んでいる場所の危険度を知る

標語「おかし」「おはし」「おかしも」など

地震や津波、雪崩など
災害発生のメカニズムを知る

4-19-3 防災に関する訓練や教育、学習をするきっかけ図表
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家族で防災に関して話し合い、学ぶ必要を感じた

子どもが学校で教わってきて、教えてもらった

実際に被災した

災害のニュースを見て気になった

学校や会社、町内会などで学ぶ機会があった

若手社会人n=131
ベテラン社会人n=107
高校生n=164
全体n=402
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避難マップの作り方

避難方法（海や山など、
自分の生活に対応した内容）

災害用伝言ダイヤルの使い方

けがの応急手当の方法

安易にSNSで情報を
鵜呑みにしない、拡散しない

消火器の使い方など、
火災発生時の対応

若手社会人
n=131

ベテラン
社会人
n=107

高校生
n=164

全体
n=402

（注）防災教育経験者対象

（注）防災教育経験者対象
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3 山地災害・土砂災害の発生状況
林野庁「災害情報」、内閣府「令和元年版防災白書」

3-3-1 山地災害の発生状況の推移（2009年～2018年）図表
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3-3-2 主な災害別、山地災害の発生状況（2018年）図表

（注）（　）は主な都道府県
注：1）口永良部島噴火災害は、2015.5.29～ 2018.6.4までの災害。
　：2）梅雨（6/28～）災害には、7月 3、5日発生の北海道での豪雨災害を含む。
　：3）平成 30年 7月豪雨による被害は、梅雨（6/28～）災害と台風 7号災害による被害の合計値。
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3 山地災害・土砂災害の発生状況
林野庁「災害情報」、内閣府「令和元年版防災白書」
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3-3-2 主な災害別、山地災害の発生状況（2018年）図表

（注）（　）は主な都道府県
注：1）口永良部島噴火災害は、2015.5.29～ 2018.6.4までの災害。
　：2）梅雨（6/28～）災害には、7月 3、5日発生の北海道での豪雨災害を含む。
　：3）平成 30年 7月豪雨による被害は、梅雨（6/28～）災害と台風 7号災害による被害の合計値。
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3-3-2 主な災害別、山地災害の発生状況（2018年）図表

（注）（　）は主な都道府県
注：1）口永良部島噴火災害は、2015.5.29～ 2018.6.4までの災害。
　：2）梅雨（6/28～）災害には、7月 3、5日発生の北海道での豪雨災害を含む。
　：3）平成 30年 7月豪雨による被害は、梅雨（6/28～）災害と台風 7号災害による被害の合計値。
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19 高校生と社会人の防災と防災教育に関する意識
ALSOK「防災と防災教育に関する意識調査」（インターネット調査）
2018年1月調査、全国の男女600名（高校生200人　東日本大震災以前から社会人（ベテラン社会人）200人　東日本大震災以降に
社会人（若手社会人）200人）対象

4-19-1 これまでに防災に関する訓練や教育を受けた、又は学習をした事があるか図表
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4-19-2 防災に関する訓練や教育、学習経験の内容図表
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避難方法（頭を守る、危機が迫った
建物内から集団で避難、など）

自分が住んでいる場所の危険度を知る

標語「おかし」「おはし」「おかしも」など

地震や津波、雪崩など
災害発生のメカニズムを知る

4-19-3 防災に関する訓練や教育、学習をするきっかけ図表
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（注）防災教育経験者対象

（注）防災教育経験者対象

？
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6-1-35 刑法犯少年の検挙人員・人口比の推移（1949年〜2017年）図表
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（注）人口比とは、同年齢層人口 1,000人当たりの検挙人員をいう。

6-1-36 刑法犯少年の包括罪種別検挙人員の推移（2006年〜2017年）図表

6-1-37 子ども（13歳未満の者）の被害件数及び罪種別、被害件数の推移（2006年〜2017年）図表

年 次
区 分 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

総数（人） 112,817 103,224 90,966 90,282 85,846 77,696 65,448 56,469 48,361 38,921 31,516 26,797

凶悪犯 1,170 1,042 956 949 783 785 836 786 703 586 538 438

粗暴犯 9,817 9,248 8,645 7,653 7,729 7,276 7,695 7,210 6,243 5,093 4,197 3,619

窃盗犯 62,637 58,150 52,557 54,784 52,435 47,776 38,370 33,134 28,246 23,015 18,298 15,575

知能犯 1,294 1,142 1,135 1,144 978 971 962 878 987 936 833 899

風俗犯 346 341 389 399 437 466 566 523 445 528 573 565

その他の刑法犯 37,553 33,301 27,284 25,353 23,484 20,422 17,019 13,938 11,737 8,763 7,077 5,701
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年 次
区 分 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

子どもの被害件数
（件） 32,957 34,458 33,552 33,840 32,897 29,784 26,791 26,783 24,707 20,106 17,252 15,721

殺 人 110 82 115 78 77 76 67 68 83 82 74 65
強 盗 8 7 8 7 7 14 11 9 6 3 4 6
強 姦 67 81 71 53 55 65 76 69 77 64 69 911）

暴 行 1,055 933 868 757 707 710 846 882 858 886 906 852
傷 害 553 529 473 491 467 493 495 548 539 557 631 613
強制わいせつ 1,015 907 944 944 1,070 1,027 1,066 1,116 1,095 881 893 953
公然わいせつ 98 73 76 80 109 83 139 136 133 140 109 91
逮捕・監禁 8 3 2 7 9 7 7 9 12 10 21 10
略取・誘拐 86 82 63 77 91 86 95 94 109 84 106 72

注：1）2017年中の強姦を除く強制性交等の認知件数は 43件であった。

2000年代後半から刑法犯少年
の検挙人員は減っている！ ！

自分の都道府県の
耐震意識は何位だろう？

？

高校生と社会人の
防災教育経験の違いは？

？

教員への防災研修の
望ましい時期は? ？

2018年の山地災害の
被害総額は東日本大震災
よりも大きい！　　！

公共機関、中学校・高校・大学図書館、研究室、公共図書館の必備図書

災害と防災・防犯 総合データ集
気候変動がもたらす災害の
増加。地震、津波、火山の
多い我が国の、安全対策の
ための幅広いデータ集。

2020-2021
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定価	1,620 円
（本体1,500円＋税 8％）

注文　　	年　　月　　日 三冬社
● お申し込みは下記の申込書を FAX にて小社までお送り下さい。

FAX 03-3231-7735
〒104-0028　東京都中央区八重洲2-11-2　TEL 03-3231-7739

渋沢栄一物語
第1章　なぜ、今渋沢栄一なのか？
第2章　人生と仕事を教える渋沢論語
第3章　『論語』の教える人材論
第4章　渋沢から学ぶ人間学
第5章　実業家渋沢栄一の誕生
第6章　実業家と教育者としての渋沢栄一
第7章　エピソード

世界遺産
富岡製糸場

目　次

著者紹介

川嶋 康男
（かわしま・やすお）

ノンフィクション作家。
北海道生まれ、
札幌市在住。

主な著書（単著）

『旬の魚河岸北の海から』（中央公論新社）、『永訣の朝
』（河出書

房新社）、『いのちの代償』（ポプラ社）、『七日食べたら
鏡をごら

ん』（新評論）ほか。児童ノンフィクションとして『椅子職
人』（大日

本図書）、『いのちのしずく』『北限の稲作にいどむ』（農文
協）、『大

きな時計台小さな時計台』（絵本塾出版）ほか。『大きな
手大きな

愛』（農文協）で第56回産経児童出版文化JR賞（準大賞
）受賞。

三冬社  新刊のご案内 3月上旬
発刊予定

● ISBN978-4-86563-046-6 ● 四六判331頁

● 本体価格1,800円＋税
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第一部 ● 「光」の大学設立編
序  章　男たちは
　　　　〝サムライ〟になった
第1章　余命三ヶ月
第2章　仕掛け人〝三銃士〟
第3章　光の架け橋
第4章　慶応義塾大学と日立製作所
第5章　始動「光プロジェクト」
第6章　千歳科学技術大学開学
第7章　光に命を捧げて
第8章　佐々木イズムの継承と
　　　  崩壊の危機

第二部 ● ベンチャー活動実践編
第９章　「光」ベンチャー第一号
第10章　国プロでの実践
第11章　ホトニクスバレーの牽引役
終 章　新たな拠点の蠢動

［付録 キャンパスデザインのシナリオ］

スペシャリストたちの
光プロジェクトの夢 挑戦挑戦

̶ 千歳科学技術大学 ̶

● お申し込みは FAX にて小社までお送り下さい。

FAX 03-3231-7735
〒104-0028　東京都中央区八重洲2-11-2　TEL 03-3231-7739

光技術で

世界を
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定価 1,944 円
（本体 1,800 円＋税 8％）

注文　  年  　月  　日

新聞の書評や図書館、区報などで紹介されています！
新聞広告もいろいろ続々掲載中！

2018 年 4月 23 日　日本工業新聞
「話題の本」にて紹介

三冬社の本

これまでの掲載した新聞一覧
北海道新聞、日本経済新聞、日経MJ、中日新聞、北陸
中日新聞、東京新聞、河北新報、宮崎日日新聞、愛媛新
聞、長崎新聞、山陰中央新報、山形新聞、熊本日日新聞、
佐賀新聞、神戸新聞、山陽新聞、京都新聞、信濃毎日新
聞、福井新聞、新潟日報、中国新聞、図書新聞など

2018 年 12 月 29 日　朝日新聞
斉藤美奈子さんの「今年の 3点」にて紹介

2018 年 10 月 27 日図書新聞
にて紹介

２
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１
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年
１
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８
日　

東
京
新
聞
、
中
日
新
聞
、
北
陸
中
日
新
聞
に
掲
載

2009 年 10 月 14 日
東京新聞で紹介

2012 年 3月 15 日東京都学校給食会
「東京都の学校給食No412」にて紹介

2018 年 11 月 13 日釧路新聞
にて紹介

新紙幣に決まり、一般的にも超話題の人物！


